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＜ふるさと教育関連事業＞ 

令和８年度第３回スーパーハイスクールセッションを開催します 
 

岐阜大学地域連携推進本部地域協学センターと県教育委員会は、高校生による意見交換や交流の場を設

定し、生徒同士の連携を促進することにより、互いの研究成果をより一層発展させることを目的として、

スーパーハイスクールセッション（全３回）を開催しています。 

このたび、第３回スーパーハイスクールセッションを下記のとおり開催しますので、お知らせします。 
 

記 
 

１ 日 時  令和８年８月２０日（木） １０：００～１６：３０ 
 

２ 場 所  岐阜大学 全学共通教育棟 （岐阜市柳戸１－１） 

 【午前】全学共通教育別棟１０２教室  

【午後】多目的ホール（ＩＢＩＤＥＮ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｈｕｂ） 
 

３ 日 程  １０：００～１０：１５ スケジュール等の確認・活動内容の共有 

１０：１５～１２：００ グループワーク（成果発表会に向けた準備） 

１２：００～１３：００ 昼休み 

１３：００～１３：１５ 開会式 

（岐阜大学学長、岐阜県知事、岐阜県議会副議長 挨拶） 

１３：１５～１４：３０ 成果発表会Ⅰ（発表１０分＋質疑応答５分、全５グループ） 

１４：３０～１４：４０ 休憩 

１４：４０～１６：１０ 成果発表会Ⅱ（発表１０分＋質疑応答５分、全６グループ） 

１６：１０～１６：３０ 閉会式 

（岐阜県教育委員会教育長、岐阜大学 杉山 誠 副学長 講評） 

 

 

 

 

 

令和８年８月１４日（金） 岐阜県発表資料 

担当課・係 担当者 電話番号 

高校教育課 高校総合支援係 吉田 
内線 8663 
直通 058-272-8842 
FAX  058-278-2822 

国立大学法人東海国立大学機構 
岐阜大学 地域連携推進本部 
地域協学センター 

大宮 
代表 058-293-3880 
FAX  058-293-3881 



４ 参加予定者  ６６人 

県内すべての高等学校に在籍する生徒を対象に、一般公募により参加を希望した２４人の生徒、及

び地域課題探究型学習推進事業における指定１７校の生徒４２人がセッションを行います。 

種別 学校名 

一般公募校 
岐阜総合学園高校 池田高校 大垣西高校 武義高校 

加茂高校 東濃実業高校 多治見高校 岐阜聖徳学園高校 

地域課題探究型

学習推進事業 

指定校 

岐阜高校 岐阜北高校 長良高校 岐山高校 

加納高校 県立岐阜商業高校 岐阜農林高校 岐阜工業高校 

大垣北高校 大垣東高校 大垣桜高校 関高校 

可児高校 多治見北高校 恵那高校 斐太高校 

吉城高校  

 

５ スーパーハイスクールセッション全体の日程 

 内 容 開催日 場所 

第１回 グループワーク ６月２０日（土） 岐阜大学 

第２回 グループワーク、中間発表、成果発表の準備 ７月１１日（土） 岐阜大学 

 

【地域課題探究型学習推進事業とは】 

地域の教育資源等を活用した探究的な学びを通じて、教科横断的・グローバルな視点から社会課題に

取り組む力や科学的思考力を育成し、将来国際的に活躍する科学技術人材及や各分野のリーダー育成を

図る県立高校を支援しています。 

 

【スーパーハイスクールセッション（ＳＳＳ）とは】 

県内の高校から生徒が集まり、学校の枠を越えてグループを編成し、「岐阜の地域課題を発見し、元

気な地域の未来をつくろう」をテーマに探究活動を行うものです。生徒が地域課題の解決策を提案し、

協働を通して探究的な学びを深めることを目的としています。 

 

県内すべての高校生を対象に 

・公立・私立を問わず県内すべての高等学校を対象とし、意欲ある生徒が集い、互いの研究成果を

生かしながら、自発的で自由なアイデアを出し合います。 

生徒自らが課題設定から取り組む 

・事前に政策に関する説明動画を視聴し、参加生徒が持ち寄った課題について協議したうえで、岐

阜県や地域が抱える課題の中から探究活動のテーマを設定します。 

各分野のスペシャリスト（県庁各部局職員や大学の教職員・学生）によるレクチャーとアドバイス 

・事前説明動画を作成した県庁各部局の担当者が生徒からの質問に回答するとともに、岐阜大学の

教職員や学生がアイデアや提案への助言を行い、探究活動を支援します。 

他校の生徒との協働による探究活動 

・フィールドワークやグループ活動を通じて、他校の生徒と学び合いながら多様な視点を取り入

れ、実現可能な政策提案へと磨き上げていきます。 

成果発表会について 

・知事や県議会副議長、協力した県職員の前で探究活動の成果を発表することで、県政への参画意

識を高めるとともに、主体的に取り組んだ経験を通して自信を育みます。 

 


